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１．問題の背景

　2020年春から，新型コロナウイルス感染症の世界的な流行によって，社会の機能が麻

痺状態に陥った．大学という教育機関は大勢の人間が集まる場所であり，クラスター発生

の危険性が懸念され，キャンパスの閉鎖という対応策がとられることになった．それによ
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って，教育，研究への影響は計り知れないものとなった．

　中央大学においても，2020年３月の卒業式，卒業パーティー，各ゼミやサークルの追

い出しコンパ（追いコン），さらには，同年４月の入学式や歓迎パーティーなどのイベン

トが中止になった．

　入学式が中止に追い込まれたのは，中央大学 135年の歴史の中で，戦後としては初めて

のことだった．学生運動が激しかった時期，特に 1969年（昭和 44年）度は，前年からの

東大紛争，神田カルチェ・ラタン闘争が関係して大混乱したものの，５月 18日に約 40日

遅れて入学式を大講堂で挙行している．新入生は大講堂の入口で学生証を提示した．

　そうした意味でも，新型コロナウイルス感染症の大流行によって，2020年４月の入学

式が中止になった事実は，中央大学の歴史に残る重大な出来事となった．

　新入生もさることながら，これまで自由に大学内で活動できていた在校生にとっても，

大きなストレスとなった．大学のキャンパスに行けない，同期の仲間とも交流できない，

サークル活動もできない，学内施設も利用できない，などの不便な状況に追い込まれた．

その不満は，「授業料の一部を返すべき」「給付金が遅いし少ない」「小中高は対面で授業

やっているのになぜ大学生だけ？」という声に反映されている 1）．

　これに対して各大学は，様々なオンラインミーティングソフトを使用して，リモート

（遠隔）で授業を行うという実験的な取り組みを強いられることになった．

　本稿は，2020年４月の新学期からオンラインによる授業を受講した大学生たちを対象

にして，リモートでディスカッションしながら，さらにはスマートフォンを活用してコン

テンツを制作するという試みに関する報告である．

　ここで，中国での新型コロナウイルス感染症の発生から，緊急事態宣言が発出されるま

での経緯を，簡単に振り返っておきたい．NHK特設サイト「新型コロナウイルス」 2）と中

央大学公式Webサイト新着ニュースアーカイブを参照し一部引用した．

１月 ６ 日　中国・武漢で原因不明の肺炎 厚労省が注意喚起

１月 14日　WHO新型コロナウイルスを確認

１月 15日　日本国内で初めて感染確認 武漢に渡航した中国籍の男性 

２月 13日　国内で初めて感染者死亡 神奈川県に住む 80代女性

３月 ９ 日　中央大学が卒業式典，学部の学位授与式，祝賀パーティー中止を発表 3）

３月 18日　中央大学が入学式典の中止を発表 4）

４月 ７ 日　７都府県に緊急事態宣言「人の接触 最低７割極力８割削減を」

４月 16日　「緊急事態宣言」全国に拡大 13都道府県は「特定警戒都道府県」に 

５月 ４ 日　政府「緊急事態宣言」５月 31日まで延長
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　この一連の流れの中で，大学としては重要なイベントである卒業式，入学式という式典

が中止となった．４月以降の新入生へのオリエンテーション，各種ガイダンス，そして通

常の授業についても，メール，授業支援システムの「manaba」 5），そして，オンラインミ

ーティングソフトである「Cisco Webex」（以下，Webex）などが使用された．

　こうした不自由な状況の中で，逆に，オンラインミーティングソフトを使って，新しい

コンテンツ制作が可能かどうかについて検証することにした．

　本研究は，大学の演習（ゼミ）の時間に，リアルタイムでWebミーティングが可能な

Webexと「Zoom Cloud Meetings」（以下，Zoom）を使って，独自のコンテンツをWeb

上に構築する試みを行った．プロジェクトを２つ設定した．

　１つ目は，「iTL周辺マップの構築」である．「iTL」とは，国際情報学部の英語による

愛称，略称である 6）．このプロジェクト１には，中央大学国際情報学部の基礎演習の８人

の学生が参加し，Webexでディスカッションを行いながら，自分たちが通学する予定だ

った中央大学市ヶ谷田町キャンパス周辺のマップを Googleマップを活用して作成した．

この企画の背景には，「キャンパスに行けない学生に，キャンパス周辺に何があるのかを

知らせたい」「対面授業が始まった場合に困らないように」という動機があった．また，

「少しでも大学生になったという実感を味わいたかった」「Googleのストリートビューで

周辺をチェックしたかった」などの思いを，学生たちは事前の打ち合わせで語った．

　２つ目のプロジェクトは，ドキュメンタリー「オンライン真空地帯─ 2020」の制作．こ

れは，入学式が中止になった新入生である基礎演習の８人に加え，在校生である２年生，

３年生が参加して合同でWebexと Zoomを使用して，ドキュメンタリーを制作しようと

いう試み．テーマにしたのは，コロナ禍に置かれた大学生の現状と日常生活．最終的に，

約 16分のドキュメンタリー作品を完成させ，同作品は，2020年開催の第２回石垣島・

湘南国際ドキュメンタリー映画祭で，国内学生 A部門賞を受賞した 7）．2021年３月には，

日本外国特派員協会奨学金コンテストでビデオ部門の第１位を受賞した．

　ドキュメンタリーを制作するというのは，簡単なようで簡単ではない．企画書作成から

始まって，粗い構成表作成，実際の撮影，編集前の最終構成表作成，編集，ナレーション

やテロップ，字幕と BGM入れ，最後にパッケージ化（完パケ）まで，通常は数か月，長

いと１年以上かかる．今回は，緊急事態宣言下での撮影でもあり，通常通りの活動は不可

能であった．結果的に，各人がスマートフォンを使って自宅の近所で撮影する，大学職員

に同行してもらう，さらには大学の広報室が撮影していた過去の素材を借りる，そして，

学生へのインタビューやディスカッション風景は，Zoomを使用した．通常のゼミでの検

討会は，Webexを活用した．

　こうした困難があったにもかかわらず，コンテストで入賞するレベルの作品を制作でき
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た背景には，どんな要因があったのだろうか．さらには，不自由な制作状況な中におい

て，どういう制作工程をデザインし，作品完成までたどり着くことができたのだろうか．

本稿は，そうした視点を軸にして，２つのプロジェクトを考察してみたい．

２．「iTL周辺マップの構築」（プロジェクト１）

2.1　問　　　題

　新型コロナウイルス感染症の影響により，2020年３月末から中央大学国際情報学部

（iTL）が入る市ヶ谷田町キャンパスは閉鎖された．このため，iTL周辺に，何が，どこに

存在するのかが不明である．キャンパスで対面式の授業が再開されると，学生たちは戸惑

う可能性が高い．例えば，「昼食できるところは？」「買い物できるところは？」「公立の

図書館など資料を収集できるところは？」など．

　そうした状況を踏まえて，対面授業が始まる前に役に立ちそうな場所をまとめたマップ

を作ることで，問題解決を目指すのがこのプロジェクト１の主旨である．

2.2　目　　　的

　プロジェクト１の目的は２つある．

　① 　市ヶ谷田町キャンパス周辺の知っておくと役に立ちそうな場所をまとめたマップを

構築すること．

　② 　iTL周辺マップを構築する作業を通して，「良かった点」と「改善点」について検

討し考察すること．

2.3　方　　　法

　作業メンバーは，国際情報学部基礎演習 17班８人．相互に協力して，中央大学市ヶ谷

田町キャンパス周辺について，飲食店，博物館などを調査した．その中から大学生活で利

用できそうな場所をマッピングした．

　使用アプリは，Google マップで，その機能のうち，「マイマップ機能」 8）を使用した．

　構築時期は，2020年５月 21日から６月 11日の間で，授業中および授業時間外に構築

を試みた．

　マッピングの対象とした場所は，iTL周辺の ① 坂道，② ラーメン屋，③ 博物館，美術

館，図書館，④ 外食，カフェ，ファミレス，⑤ 名所旧跡，パワースポット，の５カテゴ

リーである．
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2.4　結　　　果

　図１は，５カテゴリー全部を表示したマップである．マッピングされた場所は，ほとん

どが徒歩 10分圏内であるが，国立国会図書館のように学生にとっては利用度が高く，電

車を使えば 10分以内で行ける場所も加えた．

　図２は，学生が徒歩 20分以内で訪問できるポイントをマッピングしたものである．靖

国神社，極東軍事裁判が行われた建物が使われている市ヶ谷記念館までの距離が，この範

図２　徒歩 20分圏内に絞ったマッピング

図１　５カテゴリー全てを表示したマッピング
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囲に含まれる．地図を拡大，縮小することで，様々な徒歩圏に合わせた表示が可能である．

　図３は，周辺のラーメン屋と外食・ カフェ・ファミレスを組み合わせたマッピング．学

生にとっては，最も関心のあるマップだろうと思われる．このように，マッピングの項目

を選択することによって，様々な組み合わせで表示することができる．

　2.4.1　坂道

　iTL周辺の計 12個の坂道をマッピングした．市ヶ谷駅から隣りの駅までの間で，大学

から最も遠い坂は逢坂．最も近い坂は長延寺坂であることが分かった．

　iTLの北側６個．

　① 逢坂：大阪，美男坂とも呼ばれた ② 浄瑠璃坂：江戸三大仇討の名所 ③ 鰻坂：『御府

内備考』に記載 ④ 歌坂：雅楽坂 ⑤ 富士見坂：富士山がよく見渡せたことから ⑥ 長延寺

坂：かつて坂上に長延寺という寺があった

　iTLの南側６個．

　① 一口坂：読み方は「いもあらいさか」② 佐内坂：付近を開発した島田佐内に由来 ③ 

八幡男坂：市谷亀岡八幡宮に近く，女坂が近い ④ 高力坂：高力亭の松に由来 ⑤ 帯坂：番

町皿屋敷に由来 ⑥ 三年坂：三念寺坂．かつてあった寺に由来

　2.4.2　ラーメン屋

　iTLから約 400m圏内に７店舗もラーメン屋があることがわかった．① 麺や庄の（豚骨魚

介）② ラーメン用心棒市ヶ谷飯田橋店（二郎系）③ 中華そばコヨシ（醤油）④ 九段斑鳩（豚

図３　ラーメン屋と外食・ カフェ・ファミレスに絞ったマッピング
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骨魚介）⑤ 北海道ラーメン熊源（味噌）⑥ 旨辛ラーメン表裏（あんかけ）⑦ 大塚屋（辛味噌）

　2.4.3　図書館・博物館・美術館

　iTL周辺に８施設あることがわかった．① 草間彌生美術館 ② 市ヶ谷記念館 ③ 新宿歴史

博物館 ④ 近代科学資料館 ⑤ 法政大学市ヶ谷図書館⑥ 遊就館 ⑦ 四番町図書館 ⑧ 国立国

会図書館

　2.4.4　外食・ カフェ・ファミレス

　有名なチェーン店で気軽に利用しやすい店を挙げた．① ガスト（約１分）② モスバー

ガー（約３分）③ マクドナルド（約２～３分）④ ドトールコーヒー（約10分）⑤ カフ

ェ・ド・クリエ（約７分）⑥ 吉野家（約７分）

　2.4.5　名所旧跡・パワースポット

　市ヶ谷は，江戸城の外堀に面した場所．江戸から明治，大正，昭和とつながる時代にち

なんだ名所旧跡が多いことがわかった．その中から，６カ所を選び，マッピングした．① 靖

国神社 ② 東郷元帥記念公園 ③ 平河天満宮 ④ 掘兼の井 ⑤ 市谷亀岡八幡宮 ⑥ 東京大神宮

2.5　考　　　察

　今回のプロジェクト１に参加した新入生８人の感想を総合的に考察すると，いくつかの

認知変容があったことがわかった．１つ目が，「コンテンツを制作・配信することは他者

との情報共有につながっていく」という視点の獲得である．具体的に言うと，「新入生の

スムーズなキャンパスライフ始動を手助けできるマップを構築することができた」という

コメントから窺える．これはWeb上でのマッピングであり付近の探索にすぎなかったが，

ストリートビューとあわせてイメージを描くことにより，大学のキャンパスに通える日が

来た場合に，今回作成したマップは役に立つという認識が，８人全員に芽生えたことがわ

かった．参加者の知識獲得のみならず，作成したコンテンツを他の学生が共有できるとい

う共通の認識が生じたとしている．

　２つ目は「Google マイマップの機能を知り，活用のための技能を習得した」というも

の．日常的にパソコンやスマートフォンを使用している８人が，意外にもマイマップ機能

を使ったことがなかった．このため，簡単なマッピングの技法を習得し，自らがコンテン

ツを作り，なにがしかの意義あるものを発信できたという実感を得たと思われる．

　３つ目は，「一定のコミュニティ間での情報共有ツールとして Google マイマップの有

用性を実感することができた」というもの．これは２つ目の技法を習得したというオペレ
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ーション的能力の獲得に加えて，３つ目に，マイマップで表現されたものが，情報共有さ

れる有用性についての視点を獲得したものと思われる．

　４つ目は，「位置情報ビッグデータの更なる活用が見込まれる今後，地図コンテンツの

魅力はより高まることが期待される」という認識を全員が持ったということである．今回

は，極めて初歩的なマッピングしか行わなかったが，技術的意味と表現的意味，別の言葉

で言えば，ツールを使いこなすオペレーション能力とコンテンツを制作するディレクショ

ン（プロデュース）能力の２つの意味を理解できたと思われる．

　８人の参加者はまた，「課題」についても認識している．１つ目は，「いかにして他の学

生に使ってもらうか」である．２つ目は，「Google マイマップ以外の地図アプリケーショ

ンも活用してみたい．それによって，何が可能になるのか探ってみたい．つまり，学校関

係者，知人間など，コミュニティの規模に適したアプリの発見，情報掲載及び共有のプロ

セスをより簡略化したアプリケーションの発見あるいは開発」．３つ目は「現地取材なし

で，どこまで現実（リアル）に近づけるか？」．つまり，マッピングに写真や動画などを組

み合わせることで，リアルにどこまで近づけるかについて検証する必要性が指摘された．

　最後に，プロジェクト１参加者の８人がまとめた「良かった点」「改善点」は次の通り

である．

　良かった点：① 大学生活に有効な周辺の店や施設を発見することができた ② キャンパ

ス周辺のおおまかな地理と歴史を理解できた ③ Google マイマップの機能と活用を理解す

ることができた ④ 制作活動によって，新入生が iTL周辺の情報を共有できる

　改善点：① マッピングの範囲，ポイントの個数があいまいで，量が不十分な面があっ

た ② どこまでの範囲（距離，徒歩時間など）をマッピングするべきなのか迷った．徒歩

圏は何分までなのか，電車は何駅までなのか，学生が使用しやすい範囲など，さらにカテ

ゴリーについて検討を加える必要がある ③ マッピングされた情報がテキストだけだった

ので写真，動画などの情報が追加できれば良い（リアル感を増すために）

３．ドキュメンタリー「オンライン真空地帯─2020」の制作（プロジェクト２）

3.1　問題と目的

　新型コロナウイルスで大学のキャンパスが封鎖され，授業がすべてオンラインになると

いう未曾有の出来事が起きた．学生だけでなく教職員も混乱に陥った．この歴史的な出来

事を，学生が学生なりに，映像で記録しておきたいという強い思いが生じた．

　“Journalism is the rough draft of history”（Phil Graham, publisher, The Washington Post）

という言葉がある．これは，「ベトナム戦争で米国は勝てない」とした政府文書（ペンタ
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ゴンペーパーズ）を明らかにしようとするジャーナリストたちの戦いを描いた映画「ペン

タゴンペーパーズ」 9）の中でも出てくる．ワシントンポスト社が舞台．

　今回の新型コロナウイルス感染症による大学の大混乱について，大学生としてドキュメ

ンタリーを制作し，「歴史」のドラフトを，学生なりに描き記録として残しておこうとい

う思いが動機となった．

　ZoomやWebexを使った授業が開始され，新入生歓迎会，サークル活動，ゼミのフィ

ールドワークなども完全にストップとなり，学生たちはオンライン授業の空間の中をさま

よい始めた．果たして，その空間の中で，学生たちは，何を考え，何にもがき，何を感

じ，何を再認識しているのだろか．その切実な思いを記録しドキュメンタリーという形で

作品化しようと考えた．

3.2　方法 ①（制作主体）

　3.2.1　出演・制作者

　出演・制作には，国際情報学部１年生８人，国際情報学部２年生４人，FLPジャーナリ

ズムプログラム松野ゼミ９人の計 21人が参加した．ドキュメンタリーを，短期間で編集

するには，スケジュールと担当を明確にする必要がある．このため，プロデューサー２

人，ディレクター４人が，制作のプロセスとマネジメントを分担し，チーフディレクター

１人が実際の撮影と編集工程の全体を統率した．

　3.2.2　方法 ②（制作工程とスケジュール）

　制作工程とスケジュールは，図４の通りである．

　企画書（提案）提出：2020年６月４日

　制作会議：６月５日～ 14日　随時オンラインでインタビュー項目を議論．

　撮影：６月 12日　Zoomを使用．５時限に１年生．６時限に２，３年生．

　雑観は各自が自宅近くで，花，イメージカット，駅などをスマートフォンで撮影．

　季節感がある風景は，３月，４月に各自が撮影して保存していた映像を使用した．

　ラッシュ：６月 13日～ 16日

　図４　ドキュメンタリー「オンライン真空地帯─2020」の制作工程

企画書 ラッシュ
完パケ
6/30

編集
撮影
6/12
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　（ラッシュとはタイムコードと映像，インタビューをチェックし書き出すこと）

　構成表・ナレーション原稿：６月 17日

　編集作業：６月 17日～ 29日

　完パケ：６月 30日（撮影から約 18日で完成）

　完成したドキュメンタリー「オンライン真空地帯─ 2020」は，約 16分の中編作品であ

り，学生の能力で，約 18日間で完パケはかなり早い．

　3.2.3　方法 ③（構成）

　ドキュメンタリーを制作する場合に，重要なのは構成（ブロックの順番）である．基本

的に，テレビ番組，ドラマ，映画などは，アバン，タイトル，本編，エンドクレジットと

いう順番でできている．

　最初は，「アバン」と呼ばれるもので，新聞でいうと，前文にあたる．この作品は何を

描くのか，という趣旨説明を行う．次に，「タイトル」が来る．タイトルの後は，物語が

展開される「本編」．今回の作品の「本編」では，インタビューと雑観（イメージカット）

が交互に組み合わされ，ナレーションで物語が展開されている．こういう表現方法を，ス

トーリーテリング，と言う．

　最後には，エンドクレジット（エンドロール）が流れる．出演，ディレクター，プロデ

ューサー，チーフディレクター，制作協力，資料協力，制作著作などが記載されている．

　完成したドキュメンタリーでは，「アバン」で 2019年には通常通りの入学式が挙行され

た様子が紹介され，続いて 2020年には大学が封鎖されたことが描かれた．これで，「現実

の異常さ」を表現した．次に，「タイトル」があり，オンライン画面を使ったインタビュ

ーが続く．最後に，夕日をバックに「エンドクレジット」を下から上へロールさせた．

　3.2.4　方法 ④（雑観，BGM，ナレーション）

　ドキュメンタリーやドラマを制作する上で重要なものは，「雑観」「BGM」「ナレーショ

図５　ドキュメンタリー「オンライン真空地帯─2020」の構成

アバン タイトル 本編 エンドクレジット
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ン」である．

　「雑観」というのは最も重要で，これを使えるようになって，初めてプロと言われる．

今回のドキュメンタリーでも，インタビューとインタビューの間に，様々な雑観が入れら

れた．「封鎖された感」を端的に物語る中大玄関のシャッター，「閉じ込められた感」をか

もしだす遮断機，季節感を感じられないサクラ，アジサイなどの花．オンライン授業の課

題の多さを表す PCでの作業風景．これらは，各自がスマートフォンで撮影した．

　またエンドクレジット（エンドロール）の後には，インパクトのある「ラストシーン」

を持ってきた．ギャラリービューで，皆が「バイバイ」と言いながら，ミーティング画面

から退出していくシーン．退出した後は，白い人物のサムネイル画像だけが残るというも

の．これは，バラバラにされた人たちが，唯一オンライン空間でつながっており，それも

かなり希薄で崩壊しやすい空間の「つながり」であることを物語っている．

3.3　結果（成果物：最終構成表）

　編集に入る前に，最終構成表と呼ばれるものを作成する．ドキュメンタリーは実際は，

この最終構成表が１つの大きな成果物である．「結果」でもある．カット，テロップ，ナ

レーション，インタビューを組み合わせて，これを読めば，作品のストーリーとイメージ

がわかるものである．今回のドキュメンタリー「オンライン真空地帯─ 2020」の構成表

は，次の通りである．

　図６　ドキュメンタリー「オンライン真空地帯─2020」の雑観の展開

表１　ドキュメンタリー「オンライン真空地帯─ 2020」の構成表

ブロック 画 内　　　容

アバン ・「入学式」の看板

・新入生と父母の群れ

ナレ「この映像は 2019年春，入学式当日の映
像．
式典会場に向かう新入生と父母で大学は賑わっ
ていた．
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・封鎖された門

・人々の歩き

・踏切

・オンライン画面

そして，今年，2020年春．
新型コロナウイルスの感染拡大で大学は完全に
封鎖された．

キャンパスは閑散とし，そこに，大学生たちの
姿はなかった．

2020年春，新型コロナウイルスが，世界で猛威
を奮い．人々の日常は，一変した．

大学の授業はすべてオンラインとなり，私たち
は，不思議な空間の中に閉じ込められた．
毎日長時間，そして，長期間．

初めて体験する真空のような世界で，私たちは
もがきながら，何を思い，何を考え，そして，
何を感じているのか」
（BGM音量アップ）

タイトル 『オンライン真空地帯─ 2020』

雑観 ・中央大学の昔の映像
・白門
・Cマーク

・１年生の Zoom画面

ナレ「私たちが通う 135年近い歴史を持つ大学．
戦後，入学式が中止になったことは一度もなか
った．
しかし，2020年４月，入学式は，消えた．

その影響を最も被ったのは，新入生たちだった」

・入学式がなくなったこと
・大学に通うことができていない新入生は，大
学生になった実感はあるか？
・その他不満や悩み

雑観 ・桜，アジサイ

・木々のざわめき

ナレ「待ちわびていた期待の春．しかし，卒業
式と送別会，そして入学式と歓迎会，その全て
が中止となった．

別れの言葉も，歓迎の言葉も，十分に交わせな
いまま，満開の桜の花は，いつの間にか，散っ
ていた．

気がつけば，樹木には緑が生い茂り，夏が近づ
いていた．

オンライン空間に閉じ込められた私たちは，そ
の季節の移ろいを，実感することは，できなか
った」
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生活への
不満

・２，３年生の Zoomの画面

（トランジッション）

・友人に会いたい，孤独
・バイトができない
・サークルができない
・生活面での不満

雑観
BGM

・通学路の標識
（十分な間とシュールなカット）

ナレ「大学の授業は，全部，オンラインになっ
た．
『これは，大学の授業なのか？』─みんなが，戸
惑った．
そして，教授たちは，もっと戸惑っているよう
に思えた」

オンライ
ン授業

・２，３年生の Zoomの画面

（トランジッション）

・オンライン授業の状況
（授業内容，課題の多さ，学費，施設費，学校か
らの給付金などの不満）
・大学生が，オンライン空間に取り残されてい
る気がする．

雑観 ・駅に落ちているマスクの雑観
・通勤通学の様子
・モノレールの外の景色
・曇り空の雑観
（トランジッション）

ナレ「2020年５月 25日，緊急事態措置が解除
され，世の中はウイルスと共存しながら，徐々
に経済活動を再開した．
小学校，中学校，高校も始まり，飲食店や夜の
街も賑わいを取り戻しつつある．
しかし，大学だけは，未だに封鎖されたままだ．
私たちは，オンライン空間を，今も，彷徨って
いる」

近況 ・今，何をして過ごしているか．
・自粛生活を通して，何を感じたか．（家族との
関わりなど，前向きなことで括る）

展望 ・２，３年生（１年生）の Zoom ・コロナ禍で，気づいたこと．（前向き）
・コロナが落ちついたら何がしたいか．

雑観 ・朝日新聞の新型コロナウイルスに
関する記事の写生

・Zoom画面で語り合っている様子

・夕日の雑観
・エンドロール

ナレ「未知のウイルスを恐れて，大学と大学生
たちは，オンライン空間の中に，逃げ込まなけ
ればならなかった．

私たちは，今もまだ，そこで，もがき続けてい
る．

いつ，この空間から出られるのか？
出ることができたとしても，再び，この空間に
戻ってくることになるのか？

それはまだ，誰にも，わからない……」

ラスト ・２，３年生の Zoomからの解散場
面

（間）
・ゼミ生「じゃあ，また」
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3.4　考　　　察

　最初に，ドキュメンタリー「オンライン真空地帯─ 2020」に関わった学生たちの感想を

総合して考察したい．

　最も多かったのは，「歴史のドラフトを書くという作業を，学生なりにできたような実

感がある」というものであった．さらに，２つの重要な視点に気づいたという指摘が多か

った．１つ目は，「オンラインミーティングソフトは，不自由な環境でも制作に有用なツ

ールである」ということ．２つ目は，「オンラインミーティングソフトだからこそ可能に

なる表現方法というものがあることを知った」という認識である．特に，ラストシーンの

ギャラリービューの使い方などは，これまでにない表現方法だった．

　最後に，筆者が 2020年に担当した科目「メディアリテラシー」の履修者 127人の感想

の総合的考察で本稿を締めくくりたい．

　一番多かったのは，「このドキュメンタリーを見て共感した」「苦労しているのは私だけ

ではないという安心と癒し」という感想．さらには，「オンライン授業に慣れてしまって

いたが，厳しい現実を改めて認識した」という感想．また，「オンライン授業は通信教育

状態なので，もうすこし返金があってもよいのでは」「小中高は対面なのに，なぜ大学生

だけ学校に行けないのか」という意見が多かった．

　また，「学生が短期間でドキュメンタリーを制作したことに驚いた」という評価や，「自

分も何かやりたいことを見つけたい」など，この作品から啓発されたり刺激を受けたりし

た旨を記載している学生もいた．

　「学習時間が自由になった」「家族とのコミュニケーションが増えた」という感想もあっ

た．また，「新型コロナウイルス感染症の新規患者がなかなか減少しない状況では，通学

するよりオンラインの方が安心できる」という声もあった．

　家の中に長時間いることでうつ状態になる，あるいは，心身ともに限界が来るという声

がある反面，オンライン状態の中で，新しい生活の方法，生き方，あるいは，長期戦のた

めのライフスタイルの変更などに言及している感想もあった．

　当事者である学生が自分たちの置かれた状況を素直に描いたドキュメンタリー「オンラ

イン真空地帯─ 2020」は，YouTubeで配信されて他の多くの学生に共有されディスカッ

ションの対象となっている．2020年 10月には，英語の字幕が付けられ，タイのタマサー

ト大学でも授業で使用された 10）．

注
 1）本論文で紹介するドキュメンタリー「オンライン真空地帯─ 2020」の中で，学生たちが吐露
した言葉である．「多摩探検隊」（http://tamatan.tv/）で視聴可能．
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 2）https://www3.nhk.or.jp/news/special/coronavirus/chronology/

 3）https://www.chuo-u.ac.jp/news/2020/03/48323/

 4）https://www.chuo-u.ac.jp/news/2020/03/48456/

 5）https://itc.r.chuo-u.ac.jp/com/manaba/

 6）学びである “Information Technology & Law” と市ヶ谷田町キャンパスが人と社会とを Linkす
る “Ichigaya Tamachi Link” であることの２つの意味を表している．

 7）第２回石垣島・湘南国際ドキュメンタリー映画祭の審査結果　https://www.nodff.com/

 8）https://www.google.co.jp/intl/ja/maps/about/mymaps/

 9）https://youtu.be/vOb8MKgB1qY

 10）https://www.chuo-u.ac.jp/academics/faculties/itl/news/2020/10/51364/
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